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はじめに

小学校における飼育舎での動物飼育は明治期
より確認でき，今日まで続けられてきた．しかし
現在，様々な課題に直面している．近年みられる
ケージ飼育は，その設置場所を移動させることに
よって飼育場所を変えることが出来るという点
で，教育現場における選択肢を増やす可能性があ
る．そこでケージ飼育の可搬性に着目し，現在多
く見られる屋外飼育舎での「固定式」の飼育空間
と，ケージを用いた「可搬式」の飼育空間の空間
的価値を評価し，それらがもたらす教育効果を検
証した．なお本稿は，日本建築学会環境系論文集
に掲載された論文「現代の教育現場における動物
飼育空間のあり方に関する研究 固定式飼育空
間と可搬式飼育空間の教育効果の検証」(亀井暁
子・中島由佳・中野民雄・竹山聖)の紹介となる．
1 研究の背景・目的・方法

小学校における動物は，学習指導要領で明示さ
れた教育目的の限りにおいても，複数教科におい

て扱われ多くの目的と関連づけられている．これ
ら教育目的について，達成のために必要な要求事
項及び機能的条件を整理し，学校の環境において
これら条件を満たし適していると考えられる場
所について検討した．その結果，一時的であれば
条件を満たすことが可能であっても，常時継続と
いう観点では課題が残った．そこで，気候や運用
状況に応じて，適宜条件を満たす場所にて飼育を
行うことが可能な様，飼育空間を可搬式とするこ
とによって諸条件の両立をはかることができな
いかと考えた．可搬式の飼育空間についての教育
効果を評価することによって，新たな選択肢の可
能性を示すことができるのではないか．
本研究は，現代の教育現場における動物飼育の

課題に対し，飼育空間と教育効果の観点からアプ
ローチすることを通じて，現代の学校建築におけ
る動物飼育空間のあり方について検証し評価す
ることを目的とする．これまで一般的であった屋
外飼育舎による「固定式飼育空間」と近年新たに
みられる飼育ケージを用いた「可搬式飼育空間」
について，二種の方法により検証する．第一に，
飼育舎での固定式飼育からケージを使用した可
搬式飼育へ移行した学校における固定式飼育空
間との比較検証を通じて，可搬式飼育空間の特性
把握と課題の抽出を行う．第二に，固定式飼育校
での可搬式飼育空間導入実証実験による教育効
果の比較・検証を行う．

図１ 可搬式飼育校での飼育活動の様子
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２ 可搬式飼育への移行校における固定式飼

育空間との比較検証

飼育舎にて固定式飼育を実施していたが，ケー
ジ飼育を導入し可搬式飼育へと移行した3校を対
象に行った．
固定式・可搬式空間比較評価は，教員からの聞

き取り内容を，運用・動物の状況・児童と動物の
関わりの三観点に分類し，長所・短所いずれとし
て評価しているかを調査した．可搬式は人間の生
活環境の中で管理が行き届く飼育環境となるこ
とから，清掃のしやすさや動物のしつけ，児童の
触れやすさの点で児童と動物の関わりに良い影
響を及ぼしていると捉えられていた．(表 1)

飼育空間の可搬性の活用状況は，3 校いずれも
主となる設置位置を定めた上で，目的に応じて設
置場所を複数移動して運用していた．その動機は，
授業運営や児童と動物の関わりへの配慮，動物の
ための温熱環境確保，長期休暇時対応や大規模清
掃対応等であった．各校とも，教育上・管理上・
動物の環境確保と，複数の異なる目的のために可
搬性を利用した運用を行うことによって，各目的
での設置場所の不都合な点を減じていた．(表 2)
可搬式は管理運用及び動物の環境確保や児童

と動物の関わりの観点で総じて好意的評価を受
けていた．これは設置場所が移動できる可搬性に
加えて，その大きさや構造上の理由から，廊下等
設置場所に選択肢を見出しやすいことも影響し
ていると考えられる．

３ 固定式飼育校での可搬式飼育空間導入実証

実験

屋外飼育舎での固定式飼育実施校に，可搬式飼
育空間（飼育ケージ）を導入することによってそ
の効果を検証する．導入による教育効果の評価は，
動物との関わりに対する児童の認識・児童の飼育
空間での滞在状況・関わり時の近づきやすさと視
認に関する児童の評価・その環境における児童に

よる動物への愛着と印象の観点から行った．

表 1 可搬式移行校教員が挙げる長短所

固定式飼育空間 可搬式飼育空間

運

用

長 所
1) 学校閉鎖期間も世話が可

長 所
1）施錠無し
2) 常時管理が可能(開校時)

短 所
1）施錠が必要
2) 夜間に管理が出来ない

短 所
1) 学校閉鎖期間に世話不可

動

物

長 所 長 所
1) 排泄･餌しつけが可能 
2) 動物が児童になつく
3) 野生生物の影響懸念無し
4）温熱環境確保が可能

短 所
1) 排泄･餌しつけができない
2）動物が児童になつかない
3）野生生物からの疾病懸念
4）温熱環境確保出来ず
5) 雨の降りこみ，動物の濡れ

短 所
1）児童が動物を負傷の懸念

児

童

長 所 長 所
1) 清掃活動が容易である
2) 雨天時の動物との関わり
3) 好きな時に動物と接触
4) 児童の目にふれやすい 

短 所
1) 飼育活動の大部分が清掃
2) 雨天時に関わりにくい  
3) 動物とは清掃時,手袋越し
4) 飼育時以外関わり難い

短 所

表２ 可搬式飼育空間移動状況と動機

主設置位置／設置高さ

A校、C校 職員室前廊下／ FL±０
B校  児童昇降口   ／  FL+800

主設置位置以外の設置位置と移動動機

1 授業での活用･児童への配慮
A校 昇降口外、B校、C校 教室内
C校は昼食時に教室横オープンスペースへ移動

2 動物のための温熱環境確保

A校、B校、C校 職員室内 

3 長期休暇･大清掃
長期休暇時：A校、B校、C校 教職員宅連れ帰り
大掃時：C校 屋上テラス

図３ 可搬式飼育空間導入実験校飼育舎･可搬式設置位置

図２ 左より A 校職員室前廊下､A 校昇降口外､B 校児童昇降口
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これら実験調査結果から，可搬式飼育空間は，
近づきやすさや視認し易さといった観察環境の
観点で固定式に比べ良好であり，また，動物への
愛着・印象の観点でも動物との交流を深め情緒的
なサポートを受け得る環境であることが示され
た．さらに，児童と動物との関わりの時間が長い
傾向を示し，関わりの行為が多様化した．加えて，
動物と関わる友人を観察することによって，間接
的に動物と関わる児童も現れた．行為の具体的事
例の中には，児童がケージ前で座り込み，また飼
育ケージを取り囲み児童同士で会話する，という
ものがあった．可搬式飼育空間は児童の生活空間
内に持ち込めることがこれら行為を誘発してい

る可能性が考えられる．
また飼育空間を可搬とし設置場所を変えるこ

とによって，児童と動物の関わりの頻度や関わる
児童の割合が変化した．このことから，飼育空間
の可搬性を活用することにより，天候，気候に応
じた児童の動線に合わせ，児童が最も動物と触れ
合いやすく落ち着いて動物と交流しうる場所を
運用しながら模索していく事が可能である．そし
てそれは，児童による動物への愛着等のはぐくみ
に最適な設置場所や，最も動物と交流しやすくそ
の恩恵を受けうる設置場所を同定しうることも
示す．動物飼育の教育的効果を最大限に引き出す
設置場所を学校建築内で模索出来る点において，
飼育空間を可搬とする意義は大きいと考えられ
る．

4 おわりに

本研究の調査結果から，可搬式飼育空間は児童
が動物への関わりに関心を持ち，同じ生きる仲間
として生命を尊重する教育効果を獲得しうる環
境であることが示された．さらに，可搬性を活か
した運用の可能性も見出した．可搬式飼育空間は，
小学校教育現場における動物飼育環境の選択肢
として十分に検討しうるものであると考えられ
る．
しかし，今日直面している課題が全て解消され

た訳ではない．可搬式とすることによって長期休
暇時に教員が持ち帰るという対応が出来たとは
いえ，特定教員の負担は消えていない．可搬式は
運用面での利点が多く指摘され，固定式に比べ課
題が減少していると評価されたが，それでもなお
課題は残っているのである．今日の教育現場の状
況に対応した，次世代型の飼育システムの構築が
必要であろう．今後は動物分野の専門家に参入頂
くなど，より領域を拡大したチーム体制により，
継続して追究していきたい．

※ 静岡文化芸術大学准教授
※※ 大手前大学大学准教授

図４ 可搬式飼育空間導入実験時の児童の多様な行為
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